
　
市
に
は
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
、

観
光
業
、
工
業
と
い
っ
た
産
業
が

あ
り
ま
す
。
現
総
合
計
画
で
は
、

「
地
域
産
業
を
支
え
、
育
む
ま
ち
」

「
福
津
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
育
て
、

発
信
す
る
ま
ち
」
を
目
標
に
掲
げ
、

市
内
の
事
業
所
等
と
協
力
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

○
農
・
水
産
業
の
振
興

　
福
津
市
は
福
岡
・
北
九
州
と
い

う
大
規
模
な
消
費
地
が
近
く
に
あ

り
立
地
が
良
く
、
ま
た
、
豊
か
な

自
然
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
生
か
し
、
市

の
農
業
、
漁
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

内
の
農
業
は
家
族
経
営
な
ど
小
規

模
経
営
が
主
で
あ
る
た
め
、
経
営

体
質
が
強
固
で
な
い
こ
と
、
担
い

手
不
足
や
高
齢
化
に
よ
り
農
家
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
課
題

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
、

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
設

等
の
購
入
補
助
を
行
い
、
農
家
の

経
営
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
北
筑
前
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
、
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性

化
機
構
と
共
に
、
他
業
種
か
ら
の

新
規
就
農
者
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

○
事
業
所
へ
の
支
援
策

　
市
商
工
会
会
員
事
業
所
の
経
営

の
安
定
と
発
展
を
目
的
に
、
金
融
、

税
務
、
労
務
等
の
経
営
支
援
や
、

販
路
拡
大
の
支
援
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
中
小
企
業
支
援

策
と
し
て
、
融
資
制
度
・
保
証
料

補
助
制
度
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
品
質
を
誇
る
生
鮮
品
や
加
工
品
、

工
芸
品
を
「
福
津
の
極
み
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
認

定
品
の
販
路
拡
大
や
情
報
発
信
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

○
イ
ロ
イ
ロ
お
届
け
便
の
開
始

　
市
商
工
会
、
福
間
駅
前
商
店
会
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

共
働
で
、
加
盟
店
の
商
品
を
電
話

注
文
で
き
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
「
イ

ロ
イ
ロ
お
届
け
便
」
を
始
め
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
の
消
費
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
市
と
市
内
の
観
光
・
商
工
関
係

者
で
「
福
津
市
地
域
産
業
活
性
化

協
議
会
」
を
平
成
22
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
毎
年
５
〜
６
月
に
「
ふ

く
つ
の
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
」
を
開

催
す
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集

客
を
図
り
、
観
光
客
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
福
津
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

　
市
商
工
会
の
呼
び
か
け
で
、
高

　
市
の
農
産
物
の
う
ち
、
特
に
生

産
量
が
多
い
の
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
と
い
っ
た
露
地
野
菜

で
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
津
屋
崎

漁
港
と
福
間
漁
港
の
２
つ
の
漁
港

が
あ
り
、津
屋
崎
漁
港
は
イ
カ
類
、

福
間
漁
港
は
マ
ダ
イ
の
水
揚
げ
量

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
農
産
物
や
水
産
物
の
出
荷

先
は
、卸
売
市
場
の
割
合
が
高
く
、

一
般
の
か
た
が
購
入
で
き
る
場
所

と
し
て
は
「
あ
ん
ず
の
里
ふ
れ
あ

い
の
館
」「
ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く

ま
」「
お
魚
セ
ン
タ
ー
う
み
が
め
」

の
３
か
所
の
産
地
直
売
所
が
あ
り

ま
す
。
市
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な

産
品
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
口
に

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
農
・
漁

業
者
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
出
荷

量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
地

産
地
消
の
促
進
に
向
け
、
農
水
産

物
の
商
品
を
い
か
に
確
保
す
る
か

が
課
題
で
す
。

　
上
の
グ
ラ
フ
は
、
市
を
訪
れ
た

観
光
客
数
推
計
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
は

宮
地
嶽
神
社
の
参
拝
客
で
す
が
、

参
拝
客
に
つ
い
て
は
平
成
19
年
は

西
鉄
宮
地
岳
線
廃
線
の
影
響
で
減

少
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
年
に
つ
い
て
も
三
が
日

や
夏
季
の
悪
天
候
の
年
は
減
少
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
天
候
な
ど
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
増
減
を
繰
り
返

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　「
産
業
振
興
」
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
御
意
見
を
募
集

し
ま
す
。い
た
だ
い
た
御
意
見
は
、

今
後
の
計
画
作
り
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。
御
意
見
は
下
の
は
が
き

に
記
入
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
行
政
経
営
企
画

課
☎
４
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・
８
１
２
１

み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
を
か
け
て
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
分
野
ご
と
に
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。
第
６
回
目
の
今
月
は
「
産
業
振
興
」
で
す
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

現
総
合
計
画
で
の

取
り
組
み

地
産
地
消
の
促
進
に

向
け
た
産
品
流
通
の
課
題

福
津
市
を
訪
れ
る

観
光
客
数
の
推
移

御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

Vol.6
産業振興

産
業
振
興
に

関
す
る
御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

点線に沿って切り
取り、3 月 15 日
（水）までに投函
してください。
切手は不要です。

市の観光客数推計
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▲「福津の極み」認定の工芸品の一つ、津屋崎人形

▲上西郷の新規就農者のブロッコリー畑

▶
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年
の
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の
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づ
け
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ン
フ
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ト


